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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は日本のロールシャッハ法（Rorschach's Inkblot Mehtod: RIM）の歴史、特
にその輸入過程と発展過程を明らかにすることである。
成果としては、1)1930年以前に導入がいくらか明確になった、2)研究論文は1959年までに273編も報告されていた、3)1
930年代は精神科臨床の研究が多く、1950年代は犯罪学や人類学の研究が多かった、4)日本の研究者は11の新図版を制
作してきた、5)スイスでのフィールド調査で若干の新事実が見いだされた、6)RIMはバウムテストや風景構成法とは異
なる発展過程を経た、がある。
今後の課題はRIM史から臨床心理学史の素描することである。

研究成果の概要（英文）：The subject of this study was to clarify the history of the Rorschach's Inkblot Me
thod (RIM) in Japan, in particular, its import process and development process. 
The results were as follow: 1) RIM was introduced in Japan before 1930; 2) 273 papers published until 1959
; 3) although psychiatric practice was main research field in 1930s, criminal and anthropological research
es was the predominant in 1950s; 4) Japanese scholars had make 11 new inkblot plates; 5) new historical fa
cts was found through field work in Switzerland; 6) development history of RIM is different from onother p
rojective method including the Baum test and the Landscape Montage Technique. 
The future issue is to outline the history of clinical psychology in Japan throughout the RIM history in J
apan. 
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１．研究開始当初の背景 
 
心理アセスメント技法で最も代表的なも

の に ロ ー ル シ ャ ッ ハ 法 （ Rorschach’s 
Inkblot Method：RIM）がある。1921 年にス
イ ス の 精 神 科 医 Hermann Rorschach
（1884-1922）が創案した本技法は、臨床心
理学という学問を牽引してきたと言っても
過言ではない。RIM に対する種々の批判はあ
るけれど１）、臨床場面での有用性は多くの実
践者・研究者が認めるところである。 
諸外国では、RIM の歴史的研究は多く存在

する２，３など）。そこでは RIM そのものの発展過
程や、各国での発展過程、Hermann Rorschach
と RIM の哲学が検討されている。「現在は過
去を孕み、未来を担う」（ライプニッツ）の
言を引くまでもなく、学問や技法の歴史を検
討することは、今後の発展に不可欠である。
しかしながら、日本ではそうした歴史的研究
は心理学全般でほとんどされていない。その
ため、例えば RIM では、輸入過程が不明確な
だけでなく、日本においてどのように RIM が
発展してきたかもほとんど検討されないで
いる。 
RIM はあと数年で生誕 100 年を迎える伝統

的な技法であり、今日でも錆びつくことなく、
現場で威力を発揮し続けている。そこで本研
究代表者は RIM の歴史を繙き、日本の RIM 史
をいくらか粗描して、その知見をわが国の研
究者へ、そして世界へ発信することが必要で
あると考えた。 
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２．研究の目的 
 
上述の背景より、本研究の目的を次のよう

に設けた。 
 
目的Ⅰ：日本における RIM の輸入過程を明

らかにする。 
そのために、1950 年代までの研究特徴を検

討するともに、初期の研究者である岡田強と
内田勇三郎に関する歴史的研究を行う。 

 
目的Ⅱ：日本における RIM の発展過程を明

らかにする。 
そのために、新図版制作という観点から日

本の RIM 史の特徴を検討するとともに、1960
年代から大きな影響力を発揮した河合隼雄
と藤岡善愛に関する歴史的研究を行う。 
 
３．研究の方法 
 
上の目的から、7 つの研究（A～G）を行っ

た。 
 
研究 A：RIM 輸入時期の特定 
いつ・だれが・どのような形で、日本に RIM

を導入したかは、今日まで明らかではない。 
そこで文献調査より、この時期と人物と動

向などを明確化することにした。 
 
研究 B：RIM 邦文献一覧の制作 
歴史的研究を推進していくためには、資料

の収集・整理をまず行わなくてはならない。
そこで、RIM の邦文献一覧を作成することと
した。 
『NII 論文情報ナビゲータ』や『Journal 

Archive』などのデータベースを用いて、「ロ
ールシャッハ」「ロールシャハ」「Rorschach」
で論文を検索し、該当した 1985 年までの文
献をすべて収集した。さらに、収集した論文
と出版されているすべてのRIM専門書籍の引
用文献を精査する方法でも文献を検索した。
その作業を新たな文献が発見されなくなる
まで続けた。その後、抄録および一覧に加え
ることは無意味であると判断された文献（本
文中で「代表的な投映法にロールシャッハ法
がある」や「ロールシャッハ法の研究でも同
様の報告がある」など、技法への言及にとど
まり、RIM の文献とは判断しがたいもの）は
除いた。 
 
研究 C：黎明期の研究特徴の検討 
上の研究 Bで収集した論文を対象に、わが

国の RIM 黎明期の研究特徴を明らかにする。 
検討の対象は1959年までに報告された273

編である。黎明期にどのような研究がなされ
たかを検討するために、全論文を 12 の研究
内容に分類した。さらに、どの研究者が RIM
発展に寄与したかを検討するために、上の
273 編の論文において、第一著者に 3 ポイン
トを、第二著者以下に 1ポイントを与えて計
算する方法で貢献度を分析した。 
 
研究 D：RIM 研究者に関する歴史的研究 
日本の RIM 輸入過程を検討するために、岡

田強と内田勇三郎に関して研究を行う。その
ために、彼らの研究業績を検討し、ご遺族や
関係者へのインタビューを行った。実際にイ
ンタビューを行えたのは、内田勇三郎氏の御
長男、内田純平氏（2012 年 12 月 11 日、in
日本精神技術研究所）、岡田強が岐阜大学精
神医学教室初代教授時に助教授を務めた杉
本直人氏（2014年2月14日、in各務原病院）、



である。 
日本の RIM 発展過程を検討するために、河

合隼雄と藤岡善愛に関して研究を行う。その
ために、彼らの研究業績を検討した。 
 
研究 E：新図版制作から見た日本 RIM 史 
種々の歴史的研究を通して、日本は諸外国

に比べ、新図版を多く制作してきたことが分
かった。この特徴は、日本の RIM 史の顕著な
特徴であると考えられた。 
そこで、各新図版が制作された時と、日本

の RIM 発展特徴との関連を吟味することで、
日本の RIM 史の特徴を描き出すこととした。 
 
研究 F：Rorschach のフィールド調査 
RIM という技法そのものの理解を深めるた

めに、Hermann Rorschach に関する調査もお
こなった。 
2012 年 7月にスイスを訪ね、彼の生家や勤

務した病院も訪ねた。その際、スイスの精神
医学史家である Rita Signer 女史、Spital 
Thurgau AG の Psychiatrische Dienste 
Thurgau 部長である Gerhard Dammann 博士と
会い、ディスカッションをした。 
 
研究 G：他技法の研究 
RIM の特徴を浮かび上がらせるためには、

他技法と比較するという方法論が有用であ
ろう。そのため、ここでは特にバウムテスト
と風景構成法に関する歴史的・実験的研究も
行った。RIM 史を粗描するためには足場も固
めなければならず、これらは本研究において
不可避の作業・研究であった。 
 

４．研究成果 
 
研究 A：RIM 輸入時期の特定 
『精神診断学』刊行の 1921 年とは、世界

的には第一次世界大戦（1914-1918）と、ス
ペイン風邪の大流行（1918-1919）が甚大な
被害を及ぼした直後であり、日本では大正後
期にあたる。筆者らが調べた限り、Rorschach
の研究を最初に引用したのは 1919 年、田村
於兎（当時岡山医学専門学校）の論文におい
てであった１）。そこで引用されたのは、興味
深いことに Ellenberger２）が「インスピレー
ションにもとづいていない」と評した、
Rorschach 唯一の生物学的研究であった３）。
それ以前の 1913 年には、『神経学雑誌』にお
いて、Rorschach の論文４）の要約が報告され
ていた５）。1923 年には、Otto Klemm（当時ラ
イプチッヒ大学）から松本亦太郎（当時東京
帝国大学）へ宛てた学会報告の中で RIM への
言及があり、それは邦訳して『日本心理學雑
誌』に掲載されている６）。また同年 9月 1 日
に生じた関東大震災の被害に対し、国際連盟
が東京帝国大学図書館復興援助を決議し７）、
スイスから『精神診断学』が寄贈され、今も
東大図書館に所蔵されている。さらに、内田
勇三郎が東京の古書店で『精神診断学』を見

つけたのは 1925 年のことだという８）。その後、
RIM の実践と研究が始まり、1930 年、1 つの
学会発表がなされ、4 編の学術論文が発刊さ
れた９，10）。現在のところ、これらの事実が日
本の RIM の始まりであると考えられる。Lang
１１）の文献情報によると、1929 年以前に英独
仏語圏での RIM 研究は 29 編しか報告されて
いないので、極東の日本は、世界でも早い研
究着手を行った国なのがわかる。 
以上から、『精神診断学』初版は 1930 年ま

でに、東大図書館・内田・岡田と、少なくと
も 3冊が日本に存在していた（『精神診断学』
の第 2版は 1932 年刊）。しかし、内田と岡田
の手にした初版がどのような経緯で渡って
きたかは、明らかになってはいない。精神医
学史家 Rita Signer１２）女史によると、初版
は当時欧州でも簡単に入手できなかったと
いうから、やはり興味深いことといえる。 
このように、いくらか歴史的事実を整理で

き、日本の RIM 最初期を一部は描出できた。
しかし、技法の輸入過程を具体的に特定する
には至らなかった。今後の課題として残って
いる。論文投稿中（研究 Fの成果とともに） 
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研究 B：RIM 邦文献一覧の制作 
まず、1959 年までに報告された 273 編の論

文、2011 年までに報告された 123 冊の専門書
籍と95編の博士論文を一覧にして報告した。 
1959 年までの論文数の推移を、5年間隔で

示したのが図 1である。ここより、1950 年代
後半から RIM 研究が急増したことが分かる。 
 
 

図 1 1930-1959 年までの論文数の推移 
 
今日までに出版されたRIM専門書籍数の推

移を、10 年間隔で示したのが図 2である。こ
こより、1950 年代以降、顕著な増減もなく専
門書籍は出版されたことが分かる。 
 
 

図 2 現在までの専門書籍数の推移 
 
今日までのRIMが中心に据えられた博士論

文数の推移を、10 年間隔で示したのが図 3で
ある。ここより、1960 年代が最も数が多かっ
た。したがって、日本における RIM 研究の最
盛期は 1960 年代と定めることが妥当である
と考えられた。 
 
 

図 3 現在までの専門書籍数の推移 
 

なお、1979 年までの文献一覧を作成中であ
るが、数点確認を終えることができていない
ため、まだ報告できてはいない。1960～1969
年の間に約 500 編の論文が、1970～1979 年の
間に約400編の論文があることは言及してお
きたい。今後確認が済み次第、論文として刊
行し、学術リボジトリによって pdf で公開す
る予定である。これらは RIM 研究者に役立つ
資料となろう。【学術論文⑩】 
 
研究 C：黎明期の研究特徴の検討 
1960 年代を RIM の最盛期と考えると、1930

～1950 年代は、幅広い期間ではあるけれど、
RIM の黎明期と定めて問題はないと考えられ
る。分類および計算結果から、RIM 黎明期の
特徴として、次のことが明らかになった。 
研究内容に関しては、1930 年代は精神科臨

床と基礎研究の論文が多かった。1935～1949
年は当時の社会状況もあり研究が盛んでな
いためなんとも言い難い。1950 年になると研
究数は飛躍的に増加し、多方面から行われる
ようになった。その結果、非行や犯罪、人類
学に関する研究が特に増加した。 
発展に貢献した研究者に関しては、1930 年

代は岡田強と内田勇三郎の研究が多く、後の
研究に影響を与えたことが示唆された。一方、
1950 年代は、長坂五朗と片口安史、藤岡善愛
による研究が多く報告されており、彼らの業
績が 1960 年代の RIM 最盛期を支えたことが
示唆された。【学術論文⑨】 
 
研究 D：RIM 研究者に関する歴史的研究 
岡田強と内田勇三郎に関しては、かなりの

資料が収集できた。一方、河合隼雄と藤岡善
愛に関しては、十分に資料を収集できなかっ
た。したがった、これらの研究は今後も継続
しなければならない。歴史的な研究は展開と
共にいくつか新しい事実を発見するため、も
う少し時間をかけて行わなければならない
ことが自覚できた。 
今後、資料収集と分析を継続し、整理でき

たものから順次報告する予定である。 
 
研究 E：新図版制作から見た日本 RIM 史 
本研究の調査により、日本では 11 の新し

い図版が制作させてきたことが明らかにな
った。制作者の名前を用い、年代順にそれら
を示すと、内田図版（1930 年）、守屋図版（1945
年）、阿部図版（1950 年）、早大図版（1950
年）、早大図版 P（1955 年）、警察庁図版（発
行年不明）、ABC図版（1960年）、片口図版（1961
年）、佐藤図版（1963 年）、SO 図版（1970 年）、
カロ図版（1970 年）となる。 
上の 11 の図版は、1958 年頃を目安に、そ

の目的と意義を分けて考えるべきであろう。 
多くの臨床家が一度は手にする片口の『心

理診断法』初版は 1956 年に出版された１）。本
書は、日本人による最初の RIM の体系的手引
書で、その後何度も改訂を経ている。また
1958 年には、『精神診断学』が邦訳出版され２）、
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研究雑誌『ロールシャッハ研究』が刊行を開
始し３）、『ロールシャッハ・テスト 1＆2』も
出版された４，５）。そして何より、同年に『標
準ロールシャッハ図版』６）が東京の牧書店か
ら販売されることにより、専門家の多くが原
図版を入手しやすくなった。このように、
1958 年頃に研究と実践の環境が一気に整い
始めたのである。その結果、RIM 発展の基盤
が築かれ、日本の RIM 史は 1960 年代に黄金
時代を迎えるに至った。 
したがって、内田図版からおそらく警察庁

図版までと、ABC 図版からカロ図版までとに
は、研究者らが置かれた情勢と環境が全く異
なっていたことを踏まえて、図版制作の意義
を考えねばならない。つまり、前者は原図版
が入手しにくい環境の中で制作されたもの
であり、多かれ少なかれ、原図版の渇望下で
制作されたと考えるべきであろう。一方後者
は、精密なパラレルシリーズの制作のためや
（片口図版とカロ図版）、統制実験を行うた
め（佐藤図版と SO 図版）、そして実践的課題
をのり越えるため（ABC 図版）と、一層踏み
込んだRIM研究の中で制作されたと理解でき
た。【学会発表①・②】論文投稿中 
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研究 F：Rorschach のフィールド調査 
チューリッヒの Hermann Rorshach の生家

（図 4）のほか、トゥルーガウ、ヴァルダウ、
クロームバッハにある精神病院を尋ねた。 
Hermann Rorschach の書簡集を編んだ Rita 

Signer 女史とのディスカッションでは、多く
の示唆を得た。特に、Hermann Rorschach が
もう少し生きていれば、精神分析の影響で、
RIM の内容分析の研究をおこなったのではな
いか、という彼女の推測は、実に興味深かっ
た。 
Gerhard Dammann 博士には、病院内に残っ

ている古い病棟などを丁寧に案内してもら
った。しかし、病院の倉庫に Hermann 
Rorschach に関する資料はまったく残ってお
らず、唯一彼の博士論文だけがあるとのこと

だった。 
本調査によって、幾つか新しい歴史的事実

が得られた。その結果は多くの写真記録とと
もに印象記として報告した。【学術論文①】 
 
 

図 4 Hermann Rorschach の生家 
 
研究 G：他技法の研究 
バウムテストや風景構成法の文献一覧を

作成し、種々の調査も行った。文献一覧に関
しては、私の調査では、バウムテストが 1958
～2010 年の間に 796 編の論文があり、風景構
成法は 1970～2012 年の間に 462 編の論文が
あることが判明した。したがって、RIM の発
表論文数は、これら他の代表的な心理アセス
メント技法と比べても、抜きん出ていること
が明らかになった。また、研究の変遷に関し
ても、RIM はバウムテストや風景構成法とは
ことなる発展過程を経てきたことが明らか
になった。【学術論文④・⑥，図書①・②・
③・④】 
他技法に他の知見に関しては、次項の「主

な発表論文等」に記したものを参照されたい。 
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